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さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
を
一
緒
に

踊
り
ま
し
ょ
う

　

●
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い
＝
生
バ

ン
ド
の
リ
ズ
ム
で
楽
し
い
ダ
ン
ス

を
す
て
き
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

●
い
き
い
き
演
芸
大
会
＝
市
内

　

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、

３０日
ご
ろ
励
ん
で
い
る
カ
ラ
オ
ケ
、

民
謡
、
詩
吟
、
舞
踊
な
ど
の
芸
を

広
く
披
露
し
ま
す

　

●
歌
謡
の
集
い
＝
歌
謡
連
盟
の

会
員
と
市
民
の
方
が
参
加
し
、

ポ
ッ
プ
ス
、
演
歌
、
ナ
ツ
メ
ロ
な

ど
の
歌
謡
曲
を
発
表
し
ま
す

　

●
俳
句
大
会
＝
五
七
五
で
自
分

を
表
現
し
ま
せ
ん
か
。
①
一
口
三

句
を　

月　

日
（
水
）
ま
で
に

１０

２０

（
必
着
）、
は
が
き
で
事
前
に
、
〒

２
０
３
―
０
０
５
２
、
東
久
留
米

市
幸
町
１
ノ
２
ノ
５
高
陽
２
０
６
、

吉
田
八
重
子
あ
て
投
句
。
一
口
１

０
０
０
円
、
当
日
受
け
付
け
へ
。

何
口
で
も
可
②
俳
句
大
会
当
日
、

席
題
あ
り

　

●
音
楽
の
集
い
＝
市
内
で
活
動

中
の
個
人
音
楽
家
や
音
楽
サ
ー
ク

ル
が
大
集
合
。
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
や

ピ
ア
ノ
・
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
ソ

　

毎
年
恒
例
の
市
民
文
化
祭
が　

月　

日
（
土
）
〜　

月　

日

１０

２３

１１

２３

（
祝
）
に
中
央
公
民
館
ほ
か
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
日
ご
ろ
の
成
果
や
作
品
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
各
会

場
の
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
文
化
祭
事
務
局
・
細
川
�
０
９
０
・
５
５
０
２
・

４
６
６
２
へ
。

市民文化祭日程（会場：★印以外は中央公民館）

展　示催　　　　　　　　し

華道…ロビー

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

お茶会…和室・地下ロビー４時

オープニング式典・特別企画…ホール

フラダンスの集い…ホール時半

囲碁大会…第１・第２学習室５時

太鼓の集い…ホール時半

美術展…学習室

陶芸…創作室

写真…ロビー

―

吟剣詩舞の集い…ホール５時

★将棋大会（小・中学生）…中央図書館大集会室

邦楽・童謡を歌う会の集い…ホール５時

手工芸、盆栽、榛

名町文化協議会…

学習室

木彫…創作室

将棋大会(大人)…和室４時半

大正琴・マジック・一芸の会の集い…ホール４時半

★フォークダンスの集い…第三小学校体育館後３時半

★社交ダンスの集い…スポーツセンター第一体育室時

いきいき演芸大会…ホール５時

華道…ロビー

歌謡の集い…ホール午後６時

★俳句大会…消防署３階大会議室時半

音楽の集い…ホール半

★朗読の会…中央図書館視聴覚ホール半

書道・ペン字・篆
（てん）刻、絵てが
み…学習室
カリグラフィー…
創作室
社明運動…ロビー

―

舞踊の集い…ホール５時

民謡・ふるさと芸能の集い…ホール５時

市内小・中学生作

品展示…ロビー

ブリッジ大会…第１・第２学習室４時半

バレエ＆ダンスの集い…ホール
６時半開場）

（３時開場）

スクエアダンスの集い…第１・第２学習室３時半

映画の集い…①「西遊記」②「坊ちゃん」③

「はだしのゲン」、いずれもホール

から②午後１

２時半から

―コーラスの集い…ホール

　

●
華
道
＝
古
典
花
、
盛
花
、
投

入
花
、
自
由
花
な
ど
流
派
を
問
わ

ず
、
日
本
古
来
の
伝
統
あ
る
生
け

花
の
美
し
さ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

●
美
術
展
＝
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら

プ
ロ
ま
で
美
術
活
動
は
近
隣
都
市

の
中
で
も
光
っ
て
い
ま
す
。　

グ
１５

ル
ー
プ
、
個
人
合
わ
せ
て
１
８
０

人
の
出
品
は
、
水
と
緑
と
ア
ー
ト

の
ま
ち
。
一
年
の
成
果
を
見
せ
る

美
の
競
演
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
表

現
方
法
が
あ
る
こ
と
も
お
楽
し
み

く
だ
さ
い

　

●
陶
芸
＝
個
々
の
作
品
に
思
い

を
込
め
て
、
土
を
こ
ね
、
土
の
温

か
み
に
接
し
、
手
作
り
し
ま
し
た
。

個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
で
心
和
む
ひ

と
と
き
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い

　

●
写
真
＝
写
真
と
は
「
光
と
影

の
芸
術
」
で
す
。
出
会
っ
た
被
写

体
に
視
線
を
絞
っ
た
と
き
、
そ
こ

か
ら
作
品
が
生
ま
れ
ま
す

　

●
手
工
芸
＝
一
つ
ひ
と
つ
心
を

展　

示

れ
ぞ
れ
の
創
造
性
で
彫
り
上
げ
ま

し
た

　

●
書
道
・
ペ
ン
字
・
篆
（
て
ん
）

刻
＝
文
字
文
明
は
永
遠
に
す
た
れ

る
こ
と
は
な
く
、
古
代
よ
り
文
字

が
文
化
の
発
展
の
大
き
な
基
礎
と

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
の
時
代
に

な
っ
た
現
代
で
も
す
べ
て
文
字
に

よ
り
出
発
し
ま
す
。
書
道
の
原
点

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

●
絵
て
が
み
＝
絵
て
が
み
の
愛

好
者
は
年
々
増
加
し
、
人
気
は
ま

す
ま
す
上
昇
し
て
い
ま
す
。
絵
て

が
み
は
心
と
心
を
結
ぶ
心
温
ま
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
個
性
あ
る
絵

が
楽
し
ま
れ
、
心
を
い
や
し
て
く

れ
ま
す
。
一
年
間
描
き
続
け
た
作

品
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

●
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
＝
カ
リ
グ

ラ
フ
ィ
ー
は
西
洋
書
道
と
も
い
わ

れ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
書
道
で

す
。
美
し
い
文
字
を
書
く
た
め
の

勉
強
は
も
と
よ
り
、
歴
史
、
芸
術

性
を
通
し
て
古
今
東
西
の
美
術
工

芸
品
を
見
る
楽
し
み
も
学
べ
ま
す
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
の
織
り
な

す
す
て
き
な
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い

　

●
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
＝

法
務
省
主
唱
に
よ
る
第　

回
社
会

５４

を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し

て
「
犯
罪
の
な
い
明
る
い
東
久
留

米
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

市
内
中
学
校
の
生
徒
が
描
い
た
作

品
を
展
示
し
ま
す

　

●
市
内
小
・
中
学
生
作
品
展
示

＝
市
内
小
・
中
学
生
の
絵
画
・
書
道

な
ど
多
数
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
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催　

し

　

●
お
茶
会
＝
和
室
で
は
表
千
家

薄
茶
を
、
地
下
ロ
ビ
ー
で
は
裏
千

家
の
立
礼
席
を
用
意
し
ま
し
た
。

日
本
の
文
化
で
あ
る
茶
道
の
雰
囲

気
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

●
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
集
い
＝
南
国

の
香
り
高
き
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
市
内

４
つ
の
サ
ー
ク
ル
「
モ
ハ
ラ　

フ

ラ
」「
カ
プ
ア
」「
プ
ア　

ア
ヒ
ヒ
」

「
オ
ナ
プ
ア　

オ
ナ　

オ
ナ
フ
ラ

グ
ル
ー
プ
」
が
年
代
を
超
え
て
楽

　
【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
・
特
別
企

画
】
入
場
無
料
。
定
員
は
先
着
５

０
０
名
、
直
接
会
場
へ

　

主
な
内
容
は
、
①
市
民
文
化
祭

用
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
の
表
彰
＝
市

内
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は
斉
藤
ま

ゆ
な
さ
ん
（
下
里
中
１
年
）
の
作

品
に
決
定
し
ま
し
た
。
優
秀
賞
に

は
鈴
木
玲
奈
さ
ん
（
久
留
米
中
３

年
）、
本
田
綾
音
さ
ん
（
下
里
中
１

年
）、田
村
あ
ゆ
み
さ
ん（
同
２
年
）、

斉
藤
ま
ど
か
さ
ん
（
同
２
年
）、
野

口
麻
紀
子
さ
ん
（
同
３
年
）、
野
島

彩
さ
ん
（
大
門
中
２
年
）
の
６
名

が
選
ば
れ
ま
し
た
②
楽
し
く
心
が

弾
む
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
＆
ラ
テ
ン
の

世
界
」
＝
出
演
は
「
パ
ン
チ
ョ
白

鳥
」「
う
お
ー
る
な
っ
つ
ハ
ワ
イ

ア
ン
ズ
」
③
姉
妹
都
市
榛
名
町
文

化
協
議
会
の
催
し
（
舞
踊
・
歌
謡
・

吟
剣
詩
舞
）

ロ
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
・

ギ
タ
ー
・
リ
コ
ー
ダ
ー
・
マ
ン
ド

リ
ン
な
ど
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ウ

エ
ス
タ
ン
や
吹
奏
楽
な
ど
の
バ
ン

ド
編
成
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　

●
朗
読
の
会
＝
「
川
の
あ
し
お

と
」「
ひ
と
り
芝
居
」「
朗
読
ひ
ま

わ
り
」
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
集

ま
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
や
詩

を
朗
読
し
ま
す
。
小
・
中
学
生
、

高
校
生
、
親
子
の
発
表
も
あ
り
ま

す
　

●
舞
踊
の
集
い
＝
舞
踊
連
盟
の

会
員
と
市
民
の
方
が
参
加
し
、
古

典
、
舞
踊
小
曲
、
大
和
楽
、
新
舞

踊
、
民
謡
な
ど
各
流
派
の
踊
り
が

一
堂
に
集
ま
り
、
日
ご
ろ
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も

も
踊
り
ま
す

　

●
民
謡
・
ふ
る
さ
と
芸
能
の
集

い
＝
秋
空
に
響
く
伝
統
あ
る
日
本

の
民
謡
を
会
員
が
素
晴
ら
し
い
歌

声
に
乗
せ
ま
す
。
民
舞
は
生
音
で

華
麗
に
ま
と
ま
っ
た
組
踊
り
を
披

露
し
ま
す
。
最
後
に
お
花
の
鉢
の

抽
選
会
が
あ
り
ま
す

　

●
ブ
リ
ッ
ジ
大
会
＝
「
コ
ン
ト

し
ん
で
踊
り
ま
す
。
ハ
ワ
イ
の
半

日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　

●
囲
碁
大
会
＝
段
級
と
も
一
段

一
級
差
は
一
子
、
互
先
は
黒
番
６

目
半
コ
ミ
出
し
、
ジ
ゴ
は
白
勝
ち

　

●
太
鼓
の
集
い
＝
市
内
の
太
鼓

サ
ー
ク
ル
が
集
ま
り
文
化
祭
に
参

加
す
る
の
も
今
年
で
３
年
目
。
い

ろ
い
ろ
な
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
の
太

鼓
の
響
き
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

　

●
吟
剣
詩
舞
の
集
い
＝
吟
剣
詩

舞
は
日
本
人
の
心
、
魂
、
伝
統
芸

術
で
す
。
皆
さ
ん
を
退
屈
さ
せ
な

い
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
ま

し
た
。
構
成
吟
は
司
馬
遼
太
郎
の

「
街
道
を
ゆ
く　

長
州
路
、
肥
後
、

薩
摩
の
み
ち
」
と
「
四
国
（
土
佐
）

を
詠
ず
」
を
発
表
し
ま
す
。
市
民

の
方
も
参
加
し
て
い
ま
す

　

●
将
棋
大
会
（
小
・
中
学
生
の

部
）
＝
対
戦
法
…
５
回
点
数
制
。

（
大
人
の
部
）＝
対
戦
法
…
Ａ
Ｂ
級

分
け
５
回
点
数
制
。
い
ず
れ
も
午

前
９
時
ま
で
に
直
接
会
場
へ
。
３

位
ま
で
賞
状
、
６
位
ま
で
賞
品

　

●
邦
楽
・
童
謡
を
歌
う
会
の
集

い
＝
日
本
古
来
の
邦
楽
、
筝
（
こ

と
）、
尺
八
、

三
味
線
、
長

唄
、
端
唄
、

俗
曲
、
童
謡

の
発
表
を

行
い
ま
す
。

心
に
染
み

る
和
楽
器
の
音
色
と
懐
か
し
い
童

謡
で
心
和
ら
ぐ
ひ
と
と
き
を
ど
う

ぞ
　

●
大
正
琴
・
マ
ジ
ッ
ク
・
一
芸

の
会
の
集
い
＝
大
正
琴
の
音
色
、

マ
ジ
ッ
ク
、
腹
話
術
、
伝
統
の
安

木
節
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
一
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　

●
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集
い
＝

い
ろ
い
ろ
な
国
の
踊
り
と
音
楽
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
体
を
動
か

し
た
い
方
、
友
達
を
作
り
た
い
方
、

ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
」
は
囲
碁
、
将

棋
と
並
ぶ
知
的
ゲ
ー
ム
で
す
。
体

験
教
室
を
同
時
開
催
し
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
か
一
度
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か

　

●
バ
レ
エ
＆
ダ
ン
ス
の
集
い
＝

幼
い
子
ど
も
か
ら
大
人
の
出
演
者

が
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広

げ
ま
す

　

●
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
＝
８
人
で

四
角
い
形
を
作
り
、
軽
快
な
リ
ズ

ム
に
乗
っ
て
コ
ー
ル（
呼
び
か
け
）

を
聞
き
な
が
ら
踊
る
ダ
ン
ス
で
す
。

小
学
生
か
ら
年
配
の
方
ま
で
幅
広

く
楽
し
め
ま
す

　

●
映
画
の
集
い
＝
①
東
映
長
編

ア
ニ
メ
「
西
遊
記
」（
演
出
は
手
塚

治
虫
）
②
長
編
ア
ニ
メ
「
坊
ち
ゃ

ん
」（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
は

モ
ン
キ
ー
パ
ン
チ
）③
劇
映
画「
は

だ
し
の
ゲ
ン
」（
第
２
部
の
主
演
は

三
国
連
太
郎
、
左
幸
子
）

　

●
コ
ー
ラ
ス
の
集
い
＝
市
内
で

活
動
し
て
い
る
合
唱
団
が
練
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
懐
か
し
い

歌
、
新
し
い
歌
な
ど
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
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�
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◆
健
康
ヨ
ー
ガ
す
ず
ら
ん
の

会　

月
４
回
、
水
曜
日
の
午
前

　

時
〜　

時
半
、
コ
ミ
ュ
ニ

１０

１１

テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０

０
０
円
。ヨ
ー
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・

整
体
な
ど
。
詳
し
く
は
小
林
�

　

・
１
６
６
３
へ
。

７４
　

◆
実
用
書
道
（
明
峰
書
院
）　

月
４
回
、
水
曜
日
の
午
前
９
時

〜
正
午
、
中
央
公
民
館
で
。
会

費
月
３
５
０
０
円
。漢
字
・
か
な
・

ペ
ン
字
。
市
民
文
化
祭
に
協
力

参
加
。
詳
し
く
は
小
澤
�　

・
７１

６
７
９
２
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
若
葉
会
）　

毎

月
第
２
・
第
４
日
曜
日
の
午
後

７
時
半
〜
９
時
半
、
中
央
公
民

館
で
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。
プ
ロ
の

講
師
が
指
導
。
詳
し
く
は
下
島

�　

・
６
９
３
１
へ
。

７１

　

◆
く
る
め
っ
子
ク
ラ
ブ
柔
道

研
究
会　

毎
週
①
水
曜
日
の
午

後
７
時
〜
９
時　

分
②
日
曜
日

２０

の
午
後
２
時
〜
４
時　

分
、
い

２０

ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
２
０
０
０
円
、
会
費
月

２
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
チ
も
募
集

中
。
詳
し
く
は
窪
田
�　

・
１

７２

４
９
４
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ダ
ン
ス
・

ス
パ
イ
ラ
ル
）　

毎
週
月
曜
日

の
午
後
１
時
〜
４
時
、
南
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
３
０

０
０
円
。
初
心
者
〜
中
級
者
。

見
学
自
由
。
詳
し
く
は
鈴
木
�

　

・
１
７
５
４
へ
。

７５
　

◆
親
子
で
楽
し
む
音
楽
あ
そ

び
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
く
ら
ぶ
）　

毎
週
①
火
曜
日
が
東
部
地
域
セ

ン
タ
ー
②
木
曜
日
が
西
東
京
市

民
会
館
（
西
東
京
市
田
無
町
四

丁
目
）
③
金
曜
日
が
南
部
地
域

セ
ン
タ
ー
で
、
い
ず
れ
も
午
前

　

時
と　

時
か
ら
。
入
会
金
３

１０

１１

０
０
０
円
、
会
費
月
４
３
０
０

円
（
施
設
使
用
料
な
ど
）。
７
カ

月
〜
未
就
園
児
。
無
料
体
験
あ

り
。
詳
し
く
は
若
林
�
０
９
０
・

１
２
１
２
・
３
４
７
８
へ
。

　

◆
初
級
英
会
話
（
イ
ー
ジ
ー

ゴ
ー
イ
ン
グ
）　　

月　

日（
月
）

１０

２５

と　

月
１
日
（
月
）
の
い
ず
れ

１１
も
午
前　

時
〜
正
午
、
市
役
所

１０

１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
初
心
者

歓
迎
。
電
話
で
要
予
約
。
詳
し

　

◆
滝
山
女
声
コ
ー
ラ
ス　

毎

週
水
曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

中
央
公
民
館
で
。
会
費
月
４
０

０
０
円
。
詳
し
く
は
岡
澤
�　
・
７５

７
６
７
３
へ
。

　

◆
歴
史
勉
強
会
（
わ
の
会
）

　

月　

日
（
水
）、　

月
か
ら
毎

１０

２０

１１

月
第
２
・
第
４
水
曜
日
の
い
ず

れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
、

清
瀬
ア
ミ
ュ
ー
（
清
瀬
駅
北
口

か
ら
徒
歩
一
分
）
で
。
会
費
１

回
１
０
０
０
円
。
歴
史
の
裏
話

等
分
か
り
や
す
く
楽
し
い
話
で

す
。
詳
し
く
は
内
木
�　

・
７

２２

３
７
３
へ
。

　

◆
伝
統
太
極
拳
（
円
明
道
気

功
太
極
拳
倶
楽
部
）　

月
４
回
、

木
曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会

費
月
３
０
０
０
円
。
初
心
者
〜

中
級
者
。
無
料
体
験
あ
り
（
要

予
約
）。
詳
し
く
は
松
村
�　

・
７８

０
７
６
１
へ
。

　

◆
第
３
回
発
表
会
（
フ
ラ
ダ

ン
ス　

カ
プ
ア
）　　

月　

日

１１

２１

（
日
）
午
後
２
時
開
演
（
１
時
半

開
場
）、ル
ネ
小
平
中
ホ
ー
ル（
小

平
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３
分
）
で
。

入
場
料
５
０
０
円
。
詳
し
く
は

河
田
�　

・
７
３
３
７
へ
。

７２

　

◆
公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ　

中
世
か
ら
の
デ
ッ
サ

ン
技
法
」（
工
房
フ
ラ
ン
ド
ル
）　

　

月　

日
（
木
）
〜　

日
（
土
）

１１

１１

１３

午
後
２
時
〜
４
時
、
成
美
教
育

文
化
会
館
で
。
参
加
費
３
５
０

０
円
。
ベ
ル
ギ
ー
在
住
の
画
家

五
味
政
明
氏
に
よ
る
実
技
講
習
。

詳
し
く
は
中
村
�　

・
１
３
９

７２

３
へ
。

　

◆
バ
ザ
ー
（
た
ん
ぽ
ぽ
幼
児

教
室
父
母
会
ひ
ま
わ
り
会
）　

　

月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜

１０

３１

１１

午
後
２
時
、
ひ
ば
り
が
丘
団
地

児
童
公
園
（
西
東
京
市
ひ
ば
り

が
丘
三
丁
目
）
で
。　

月　

日

１０

１９

〜　

日
午
前
９
時
半
〜
正
午
に

２１
中
古
、
新
品
、
お
も
ち
ゃ
を
受

け
付
け
。
詳
し
く
は
米
田
�　
・
６１

０
０
４
０
（
呼
出
）
へ
。

　

◆
第　

回
空
手
道
大
会
（
空

２５

手
道
連
盟
主
管
）　　

月　

日

１０

３１

（
日
）
午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時

半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

観
戦
者
募
集
。
要
予
約
。
詳
し

く
は
依
岡
�
０
９
０
・
３
２
２

３
・
９
４
６
７
へ
。

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

相
談
と
保
険
料
納
付
・
基
金
の

受
け
付
け
は
午
前　

時
〜
午
後

１０

４
時（
基
金
は　

日
の
み
）　　

２９

　
【
会
場
】市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　

詳
し
く
は
市
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
�　

・
７
７
３
３
へ
。

７０

 
催　
　

し 

 
会
員
募
集 

16.  10.  15
　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
の

さ
ま
ざ
ま
な
趣
味
活
動
で
創
作
し

た
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
対
象
】　

歳
以
上
の
方

６０

　
【
展
示
期
間
】　

月　

日（
金
）〜

１２

１７

　

日
（
月
）
午

２０前
　
【
会
場
】
市
民

プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
・
市
役
所
１

階
屋
内
ひ
ろ
ば

　
【
募
集
作
品
・
規
格
等
】
下
表
の

通
り
。
一
人
１
点
限
り
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選

　

※
展
示
位
置
は
、
主
催
者
が
指

　

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
は
、「
文

化
財
保
護
強
調
週
間
」
に
合
わ
せ

て
、
都
内
各
地
に
あ
る
文
化
財
を

一
斉
に
公
開
し
、
身
近
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
こ
の
間
、
各
区

市
町
村
で
も
文
化
財
の
見
学
会
や

講
座
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
秋
の
一
日
、

第１４回第１４回
いきいきいきいき高齢者作品展高齢者作品展

作品募集！作品募集！

定
し
ま
す
。

　
【
作
品
の
搬
入
・
返
還
】
搬
入
＝

　

月　

日
（
木
）
午
後
▽
返
還
＝

１２

１６

　

月　

日
（
月
）
午
後

１２

２０

　
【
申
し
込
み
方
法
】　

月
８
日

１１

（
月
）
ま
で
に
（
消
印
有
効
）、
往

復
は
が
き
に
「
高
齢
者
作
品
展
参

加
」
と
明
記
し
、
作
品
の
内
容
と

第１４回いきいき高齢者作品展規格

内　　　　　　容種　　目

投入れ・盛り花・生け花(幅５０㎝×高さ７０㎝以内)華 道

各種フラワー・藤工芸・木目込み人形(いずれも５０㎝×５０
㎝以内)、和紙千切り絵(１０号以内)、和紙工芸、手縫いネク
タイ、革工芸、手編み、紙粘土、押し花絵(１０号以内)、七
宝焼き、パッチワーク、和裁、洋裁、など

手 工 芸

４０㎝×４０㎝以内陶 芸

縦４０㎝×横４０㎝×高さ７０㎝以内木 彫

油絵・水彩・デッサン・版画(いずれも１０号まで)、彫刻、
日本画、南画、水墨画

美 術

パネル(額付き全紙以内)写 真

半切・茶掛け(裏打ち以上)、掛け軸(条幅以内)、額(５０㎝
×９０㎝以内で釈文をつける)　　　　《すべて風鎮なし》

書道・ペン習字

色紙または短冊短歌・俳句・俳画

一般盆栽、小品盆栽盆 栽

絵手紙、てん刻、カリグラフィー、などそ の 他

大
き
さ
（
縦
・
横
・
高
さ
を
メ
ー

ト
ル
法
で
記
入
）・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、
〒

２
０
３
―
８
５
５
５
、
市
役
所
介

護
福
祉
課「
生
き
が
い
健
康
の
会
」

事
務
局
あ
て
に
郵
送
を

　

詳
し
く
は
同
事
務
局
（
内
線
４

９
２
３
）
へ
。

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククククククククククククククククククク

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　
　
　
　

月
３
日
（
祝
）
〜　

日
（
日
）

１１

１４

文
化
財
巡
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

都
が
作
成
し
た
都
内
全
域
の
事

業
内
容
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
２
階
）、
生
涯
学
習
課
（
市
役
所

６
階
）、
中
央
図
書
館
、
中
央
公
民

館
、
福
祉
会
館
、
西
部
・
南
部
・

東
部
の
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
次
の
事
業
を
行

い
ま
す
。

「
大
名
米
津
家
と
前
沢
村
」

　

指
定
文
化
財
の
特
別
公
開
と
解

説
。
①
都
指
定
史
跡
「
米
津
家
大

名
墓
所
」
＝
多
摩
地
域
で
は
唯
一

の
大
名
墓
所
で
す
②
市
指
定
文
化

財
「
米
津
寺
開
山
大
愚
和
尚
肖
像

画
」（
米
津
寺
所
有
）
＝
承
応
２
年

（
１
６
５
３
年
）に
描
か
れ
た
頂
相

（
ち
ん
ぞ
う
）画
の
年
１
回
特
別
公

開
③
市
指
定
文
化
財
「
明
治
時
代

地
引
絵
図
―
前
沢
村
」（
市
所
有
）

＝
米
津
寺
が
あ
る
前
沢
村
の
明
治

時
代
初
期
の
絵
図
の
特
別
公
開

　
【
日
時
】　

月
３
日
（
祝
）
午
前

１１

　

時
と
午
後
２
時
か
ら
の
２
回

１１
　
【
会
場
】米
津
寺（
幸
町
四
丁
目
）

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　

※
な
お
、
大
名
墓
所
は
午
前　
１０

時
〜
午
後
４
時
の
間
、
自
由
に
見

学
が
で
き
ま
す
。

「
新
山
遺
跡
」「
下
里
本
邑
遺
跡
」、

「
小
山
台
遺
跡
」
の
見
学

　

次
の
３
カ
所
は
い
つ
で
も
見
学

で
き
ま
す
。

　

▼
都
指
定
史
跡
「
新
山
遺
跡
」

の
縄
文
時
代
柄
鏡
形
住
居
跡
（
下

里
三
丁
目
、
下
里
中
学
校
校
庭
北

側
道
路
）
▼
都
指
定
史
跡
「
下
里

本
邑
遺
跡
」
（
野

火
止
三
丁
目
、
下

里
第
２
住
宅
内
）

の
遺
跡
公
園
・
遺

跡
館
（
外
部
か
ら

遺
跡
の
様
子
や
旧

石
器
時
代
〜
平
安
時
代
の
出
土
遺

物
が
見
ら
れ
る
施
設
）
▼
市
指
定

史
跡
「
小
山
台
遺
跡
」
（
小
山
一

丁
目
）
の
遺
跡
公
園
・
縄
文
時
代

復
元
住
居
跡
（
本
年
修
復
し
ま
し

た
）

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
文
化
財

係
�　

・
７
７
８
４
へ
。

７０

　

子
育
て
が
難
し
く
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。
女
性
に
主
に
育
児

が
担
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
つ

け
の
指
針
が
な
い
こ
と
が
原
因
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
悩
み
を
話
せ
る
場
が
あ
っ
た

り
、
子
ど
も
が
小
さ
く
て
も
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
り
す
れ
ば
、
子
育
て
そ
の
も
の

が
楽
し
く
な
る
こ
と
請
け
合
い
で

す
。
欲
張
り
な
講
座
に
ど
う

ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
・
内
容
】
４
日
間

で
一
講
座
。
①　

月
４
日

１１

（
木
）
＝
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
「
子
ど
も
に
と
っ
て

の
保
育
、
母
親
に
と
っ
て
の

学
習
機
会
」、
座
談
会
「
夫

の
子
育
て
へ
の
協
力
は
あ

り
ま
す
か
？
」。
担
当
は
同

セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
森
田
千
恵
②　

月
１１

８
日
（
月
）
＝
講
義
「
子
ど

も
を
取
り
巻
く
状
況
か
ら

親
子
関
係
を
考
え
る
」。
講

師
は
都
小
山
児
童
学
園
養
護
係
長

の
橘
内
賢
二
氏
③　

月　

日（
金
）

１１

１９

＝
講
義
「
だ
だ
っ
子
は
誰
の
せ

い
？　

し
つ
け
に
困
っ
た
時
」。講

師
は
ニ
ュ
ー
マ
ザ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
研
究
会
代
表
の
田
中
喜
美
子
氏

④　

月　

日
（
金
）
＝
講
義
「
一

１１

２６

人
で
子
育
て
し
な
い
で
！　

仲
間

づ
く
り
を
し
よ
う
」、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
講
師
は
育

児
サ
ー
ク
ル
あ
ん
ふ
ぁ
ん
て
事
務

第３４回市

日　程

午前１０時～午後４

１０月２３日（土）午後１時から

午後３時半～６時

午前９時～午後５
　　２４日（日）

午後零時半～４時

―　　２７日（水）

午前９時～午後５
　　３０日（土）

午前９時～正午

午前１１時～午後５　　３１日（日）

午前９時～午後４

１１月３日（祝）
午前１０時～午後４

午前１１時半～午後

午後１時半～５時

午前９時～午後５
　　４日（木）

　　５日（金）

午前９時４５分～午後　　６日（土）

午後零時半～４時

　　７日（日）午後１時～５時半

午後２時～４時半

―　　１０日（水）

午前１０時～午後５　　１３日（土）

午前１０時～午後５　　１４日（日）

午前１０時～午後４　　１７日（水）

午後７時開演（６　　１９日（金）

午後３時半開演（　　２０日（土）

午前１０時～午後３

　　２１日（日）①午前１０時２０分か

時半から③午後２

午後１時～４時　　 ２３日（祝）

　

●
手
工
芸
＝
一
つ
ひ
と
つ
心
を

込
め
て
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

の
数
々
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
自
分
自
身
の
た
め
、

イ
ン
テ
リ
ア
に
と
ハ
ン
ド
メ
ー
ド

の
世
界
へ
ご
案
内
し
ま
す

　

●
盆
栽
＝
小
さ
な
自
然
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い

　

●
木
彫
＝
四
季
の
花
々
を
テ
ー

マ
に
生
活
を
彩
る
作
品
を
各
自
そ

�
�
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�
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�
�
�
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　「ときめき」は、市民公募の編集委員の皆さんの

手による男女共同参画情報誌です。

　【今号の主な内容】特集＝座談会「男向きの仕
事？　女向きの仕事？」▽トップ・インタビュー

＝久留米建機サービス社長の藤野和子氏▽情報

ホット・ライン＝男女平等推進センター新刊図書

と講座の紹介▽街角ニュース＝地域ネットワーク

が「子育て」を救う！、「小金井子育て交流会“す

～ぷ”」

　【配布場所】市民プラザ、男女平等推進センター
（本町３－９－１－１０２）のほか、市内公共施設、

金融機関などの窓口等に置いてあります

　配布場所など詳しくは生活文化課�７０・７７３８へ。

局
・
市
内
育
児
サ
ー
ク
ル
代
表
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
正

１０

午
　
【
会
場
】
同
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
【
定
員
】　

名
（
応
募
多
数
の
場

２４

合
は
抽
選
。
結
果
は　

月　

日
ま

１０

２８

で
に
連
絡
し
ま
す
）

　

※
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。　

月　

日
（
月
）
ま
で
に
要

１０

２５

予
約
。

　
【
費
用
】
無
料

　
【
申
し
込
み
方
法
】　

月　

日

１０

２５

（
月
）
ま
で
に
（
必
着
）、
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
に
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
（
フ
ァ
ク

ス
番
号
）・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お

持
ち
の
方
）・
年
齢
、
保
育
が
必
要

な
方
は
お
子
さ
ん
の
年
齢
と
名
前

を
明
記
の
上
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

東久留米の男女共同参画情報誌 

『ときめき』第３３号発行

男女平等推進センター（火曜日休館）
電話　７２・００６１　　ファクス　７２・００５３
メールアドレス　fifty2@higashikurume-city.jp

歓
迎
。
電
話
で
要
予
約
。
詳
し

く
は
本
橋
�
０
９
０
・
６
７
０

８
・
９
７
９
１
へ
。

　

◆
中
国
水
墨
画（
劉〈
り
ゅ
う
〉

の
会
）　

月
４
回
、
金
曜
日
の
午

後
１
時
半
〜
３
時
半
、
中
央
公

民
館
で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

見
学
歓
迎
。
詳
し
く
は
笠
井
�

　

・
６
５
２
１
へ
。

７４
　

◆
東
久
留
米
カ
ラ
オ
ケ
交
友

会　

毎
月
第
１
〜
第
３
土
曜
日

の
午
後
６
時
半
か
ら
、
福
祉
会

館
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
１
０
０
０
円
。
好
き
な

歌
謡
曲
・
演
歌
を
歌
い
ま
す
。

詳
し
く
は
吉
井
�　

・
７
４
６

７１

２
へ
。

　

◆
ス
ト
レ
ッ
チ
・
練
功
十
八

法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
中
国
健
康
法
普
及

協
会
）　

毎
朝
９
時
〜
９
時　
４０

分
（
日
曜
日
除
く
）、
滝
山
公
園

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会

費
年
２
０
０
０
円
。
初
心
者
館

歓
迎
。
詳
し
く
は
今
野
�　

・
７１

２
３
６
３
へ
。

　

◆
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
（
リ
ト

ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
ち
び
み
み
）

毎
週
金
曜
日
の
①
午
前　

時
〜

１０

　

時　

分
が
１
〜
２
歳
児
②
午

１０

４５

前　

時
〜　

時　

分
が
２
〜
３

１１

１１

４５

歳
児
、
い
ず
れ
も
ベ
ル
コ
リ
ー

ヌ
集
会
所（
小
山
三
丁
目
）で
。会

費
月
３
１
０
０
円
。
体
験
無
料
。

詳
し
く
は
小
山
�
０
９
０
・
９

３
２
５
・
５
６
９
３
へ
。

　

◆
日
本
舞
踊
（
鼓
花
会
）　

毎

週
水
曜
・
日
曜
日
、柳
泉
園
で
。会

費
１
回
１
５
０
０
円
、
ほ
か
月

１
０
０
０
円
（
施
設
利
用
料
）。

古
典
〜
新
舞
踊
。
詳
し
く
は
島

田
�　

・
４
６
５
５
へ
。

７２

　

◆
北
多
摩
山
岳
同
好
会　

毎

月
第
１
木
曜
日
、
中
央
公
民
館

で
例
会
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
円
。
東
京
近
郊

の
ハ
イ
キ
ン
グ
か
ら
北
ア
ル
プ

ス
な
ど
。
Ｂ
級
・
Ｃ
級
有
資
格

者
あ
り
。
初
心
者
に
は
指
導
あ

り
。
詳
し
く
は
惣
田
（
そ
う
だ
）

�　

・
７
１
９
２
へ
。

７４

　

◆
外
国
人
の
た
め
の
に
ほ
ん

ご
ク
ラ
ス
（
東
久
留
米
に
ほ
ん

ご
ク
ラ
ス
）　

毎
月
第
１
・
第
２
・

第
４
火
曜
日
の
午
後
７
時
〜
８

時
半
、市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。

会
費
月
３
０
０
円
。入
門
・
初
級

か
ら
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導

者
も
募
集
。詳
し
く
は
武
貞（
た

け
さ
だ
）�　
・
５
８
３
２
へ
。

７３

　

◆
健
康
体
操
（
ス
テ
ッ
プ
）　

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
の
午

前　

時
〜
正
午
、
コ
ミ
ュ
ニ

１０
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
ほ
か
で
。

入
会
金
２
０
０
０
円
、
会
費
月

２
０
０
０
円
。
詳
し
く
は
岡
本

�　

・
０
６
６
１
へ
。

７４

３
・
９
４
６
７
へ
。

　

◆
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ

（
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東
京
都
１

５
０
団
）　　

月
３
日
（
祝
）
午

１１

前　

時
半
〜
午
後
２
時
、
ス

１０
ペ
ー
ス
１
０
５
で
。
参
加
費
３

０
０
円
（
軽
食
付
き
）。
年
長
〜

小
学
生
。
要
申
し
込
み
。
詳
し

く
は
當
麻
�　

・
７
４
３
０
へ
。

７３

　

◆
第
５
回
市
民
の
た
め
の
オ

ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
都
市
美

を
す
す
め
る
会
）　　

月　

日

１０

３１

（
日
）
午
後
３
時
開
演
（
２
時
半

開
場
）、聖
グ
レ
ゴ
リ
オ
の
家（
氷

川
台
二
丁
目
）
で
。
入
場
無
料
。

「
バ
ッ
ハ
に
吹
い
た
イ
タ
リ
ア

の
風
」、
演
奏
と
お
話
は
水
野
均

氏
。
詳
し
く
は
篠
崎
�　

・
１

７２

２
０
３
へ
。

　

◆
荒
馬
座
公
演
「
海
は
い
の

ち
」（
わ
か
く
さ
学
園　

周
年
記

２５

念
行
事
実
行
委
員
会
）　　

月
１１

　

日
（
日
）
午
後
２
時
開
演
（
１

１４時
半
開
場
）、
第
三
小
学
校
体
育

館
で
。
入
場
無
料
。
和
太
鼓
演

奏
と
踊
り
。
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
満

園
�　

・
７
４
７
６
へ
。

７５

　

◆
集
ま
れ
小
山
の
子　

周
年

３０

記
念
交
流
会
（
小
山
小
学
校　
３０

周
年
記
念
実
行
委
員
会
）　　
１１

月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜

３
時
、
小
山
小
学
校
で
。
参
加

費
３
０
０
円
。
卒
業
生
と
旧
教

職
員
ら
に
よ
る
交
流
会
と
演
奏

会
。
詳
し
く
は
山
崎
�　

・
８

７５

６
４
７
へ
。

　

◆
わ
く
わ
く
バ
ザ
ー
（
わ
く

わ
く
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
）　

　

月　

日
（
土
）
午
前　

時
か

１０

２３

１０

ら
、
市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば

で
。
雨
天
中
止
。
環
境
保
護
団

体
等
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
。
詳
し
く
は
豊
福
�　

・
７

７５

６
４
３
へ
。

　

◆
黒
目
川
を
き
れ
い
に
し
ま

せ
ん
か
（
黒
目
川
ク
リ
ー
ン
エ

イ
ド
実
行
委
員
会
）　　

月　
１０

２４

日
（
日
）
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

黒
目
川
の
落
馬
橋
〜
都
橋
で
。

集
合
場
所
は
下
里
ふ
れ
あ
い
広

場
、
落
馬
橋
。
清
掃
で
き
る
服

装
で
。
清
掃
用
具
は
同
委
員
会

で
用
意
。
詳
し
く
は
菅
谷
�　
・
７２

０
８
８
２
へ
。

　

◆
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
・

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
（
ラ
・
ク
ン

パ
ル
サ
）　　

月　

日
（
土
）
午

１１

２０

後
１
時
〜
４
時
、
東
久
留
米
駅

北
口
「
プ
ラ
ス
パ
」
で
。
参
加

費
１
０
０
０
円
（
軽
食
・
飲
み

物
付
き
）。
１
時
〜
１
時
半
は
初

心
者
向
け
講
習
会
。
２
時
か
ら

タ
ン
ゴ
劇
発
表
。
あ
と
は
オ
ー

ル
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
。
詳
し
く
は

富
�
�　

・
９
４
２
１
へ
。

７２
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「
国
民
年
金
ひ
ろ
ば
」
を
開
催

　
「
国
民
年
金
ひ
ろ
ば
」
で
は
、

３
日
間
に
わ
た
り
、
国
民
年
金

に
関
す
る
相
談
や
保
険
料
の
支

払
い
、
免
除
等
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。
当
日
は
、
武
蔵
野

社
会
保
険
事
務
所
や
市
の
国
民

年
金
担
当
者
が
皆
さ
ん
の
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
相
談

を
ご
希
望
の
方
は
、
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
・
印
鑑
・

職
歴
メ
モ
等
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。　

日
の
最
終
日
に
は
東

２９

京
都
国
民
年
金
基
金
担
当
者
が

基
金
の
相
談
・
加
入
も
受
け
付

け
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
国
民
健
康
保
険

組
合
連
合
会
の
保
健
師
が
健
康

相
談
や
血
圧
・
血
管
年
齢
の
測

定
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内

小
・
中
学
生
に
よ
る
東
京
都
年

金
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
応
募

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
【
日
程
】　

月　

日
（
水
）
〜

１０

２７

　

日
（
金
）
の
い
ず
れ
も
午
前

２９９
時
半
〜
午
後
６
時
。
た
だ
し
、

民
年
金
係
�　

・
７
７
３
３
へ

７０

　

月
６
日
〜　

日
は

１１

１２

「

年

金

週

間

」

　

日
本
の
平
均
寿
命
は
毎
年
延

び
、
今
や
世
界
最
高
水
準
で
あ

る
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
健

康
で
豊
か
な
老
後
の
一
端
を
担

う
年
金
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
し
て
、
毎
年
「
年
金
週
間
」

を
定
め
て
い
ま
す
。
公
的
年
金

制
度
の
意
義
・
役
割
等
の
周
知
・

啓
発
活
動
を
総
合
的
に
実
施
し
、

国
民
年
金
制
度
の
理
解
と
信
頼

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、　

月
８
日（
月
）・

１１

９
日
（
火
）
に
「
一
斉
社
会
保

険
街
頭
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。
同
相
談
所
で
は
厚
生
年
金

保
険
、
国
民
年
金
お
よ
び
健
康

保
険
等
社
会
保
険
制
度
全
般
に

わ
た
る
相
談
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所
�
０
４
２
２
・　

・
１

５６

４
１
１
へ
。


